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１．評価結果 

評価ランク：Ｂ 

 

２．委員の指摘及び提言概要 
 和歌山県周辺を中心とした現地調査、遺伝子解析、行動実験など多面的な手法を用いて、侵略

的外来種クビアカツヤカミキリの早期防除に取り組んだ。サブテーマ２ではハイリスク地域の特

定に成功し、重点的な対策地域の設定が評価された。一方、サブテーマ１では SSR マーカーの開

発は進んだが、集団解析には至らず、mtDNA による解析も精度に限界があり、単一起源の結論には

さらに検討を要する。サブテーマ３ではフェロモン誘引による薬殺実験が期待通りに進まず、種

特異的な誘引物質の特定にも至らなかった。分布拡大解析には数理モデルの活用が不十分で、全

国的なデータ収集が必要とされる。今後は、アウトカムの実施、原著論文の発表、自治体や企業

との連携強化、モニタリングデータを用いた効果検証が求められる。成果は一定の評価を得てい

るが、より汎用性の高い技術への発展が期待される。 

 


